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第
十
二
施
設
群
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演

習
場
（
島
松
・
恵
庭
・
千
歳
地
区
）
に
お
い
て
北
部
方
面
施
設
隊
長
が
統
裁
す
る
「
平

成
二
十
四
年
度
第
十
二
施
設
群
訓
練
検
閲
」
を
受
閲
し
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
七
日
か

ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
応
急
出
動
準
備
が
行
わ
れ
各
隊
員
は
万
全
の
準
備
で
訓
練
検

閲
に
臨
ん
だ
。

二
十
八
日
に
は
出
陣
式
を
行
い
、
そ
の
中
で
群
長
野
路
一
佐
は
「
何
か
ひ
と
つ
、
さ

ら
に
ひ
と
つ
」
を
要
望
事
項
と
し
て
全
隊
員
に
示
し
た
。

ま
た
、
二
日
に
行
わ
れ
た
隊
容
検
査
に
お
い
て
検
閲
官
で
あ
る
施
設
隊
長

渡
邊
一

佐
は
「
一
致
団
結
し
て
任
務
を
完
遂
せ
よ
」
「
指
揮
の
要
訣
を
実
践
せ
よ
」
「
基
本
基

礎
を
確
行
せ
よ
」
の
三
点
を
要
望
さ
れ
た
。

隊
容
検
査
終
了
後
、
群
長
に
よ
る
前
進
命
令
下
達
を
も
っ
て
状
況
が
開
始
さ
れ
た
。

検
閲
官
、
指
揮
官
の
要
望
事
項
を
具
現
実
行
す
る
と
と
も
に
、
各
隊
員
は
与
え
ら
れ
た

任
務
に
邁
進
し
た
。

検
閲
間
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
応
急
出
動
準
備
、
指
揮
所
の
開
設
運
営
、
方
面
総
監

部
予
備
指
揮
所
の
構
築
、
特
科
陣
地
の
構
築
、
坑
道
式
構
築
物
、
補
給
幹
線
の
維
持
補

修
、
大
規
模
障
害
の
構
成
任
務
を
所
命
の
時
期
ま
で
に
完
遂
し
「
良
好
」
の
成
果
を
得

た
。

群

長

要

望

事

項

何

か
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つ

さ

ら
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つ
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運行指令書点検
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身分証点検

救 急 法



第
十
二
施
設
群
は
、
一
月
三
十
一
日
、
平
成
二
十
四
年
度
冬
季
戦
技
競
技
会

を
実
施
し
た
。

競
技
会
は
、
抽
選
に
よ
る
選
手
、
中
隊
長
指
定
選
手
に
よ
る
六
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で

各
中
隊
平
均
タ
イ
ム
で
争
わ
れ
午
前
九
時
の
第
一
組
目
の
ス
タ
ー
ト
を
皮
切
り
に

各
中
隊
の
選
手
は
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
べ
く
、
最
後
ま
で
全

力
で
滑
り
き
っ
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２ 個人表彰

幹部の部

順 位 中 隊 階級 氏 名 タイム

1位 第３１２施設器材中隊 ２尉 青木 広幸 0:18:59

陸曹の部

順位 中 隊 階級 氏 名 タイム

1位 第３３６施設中隊 ２曹 島村 猛司 0:18:16

2位 第３０２坑道中隊 曹長 奥田 浩一 0:18:20

3位 第３３５施設中隊 ２曹 武田 和也 0:18:58

4位 第３３５施設中隊 １曹 松村 卓 0:19:14

5位 第３３５施設中隊 ３曹 三村 淳 0:19:17

6位 第３３５施設中隊 曹長 田岡 師範 0:19:39

7位 第３３７施設中隊 ３曹 木村 圭司 0:19:39

8位 第３３６施設中隊 ３曹 阿部 将人 0:19:41

陸士の部

順位 中 隊 階級 氏 名 タイム

１位 第３０２坑道中隊 士長 鎌田 啓太 0:18:57

２位 第３３６施設中隊 士長 門間 康至 0:19:40

３位 第３３５施設中隊 士長 嶋田 賢 0:21:04

４位 第３３６施設中隊 士長 岡田 昌也 0:21:04

５位 第３４２施設中隊 士長 藤波 匡紀 0:21:40

１ 部隊表彰

区 分 表彰区分

中隊対抗
優勝 第３３７施設中隊

準優勝 第３３６施設中隊



♯１群持続走競技会（１０ｋｍ）（２６日）

♯２群持続走競技会（１０ｋｍ）（２３日）

♯３群持続走競技会（１０ｋｍ及び２０ｋｍ）
（７日）

矢臼別演習場整備及び孫別演習場整備
（８～１８日）

＃２群野営及び坑道中隊訓練指導受け
（２８～１日）

＃３群野営及び３３６施設中隊検閲
（１１～１５日）

中
隊
訓
練
検
閲
に
参
加
し
て

第
三
三
六
施
設
中
隊

一
般
幹
部
候
補
生
陸
曹
長

井
幡

淳
哉

平
成
二
十
四
年
度
中
隊
訓
練
検
閲
に
第
二
小
隊

小
隊
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
年
度
当
初
か
ら

第
二
小
隊
長
と
し
て
訓
練
検
閲
に
参
加
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
お
り
、
約
七
年
間
、
人
事
業
務
に
ド

ッ
プ
リ
浸
か
り
、
施
設
科
小
隊
か
ら
遠
ざ
か
っ
た

自
分
が
一
般
幹
部
候
補
生
陸
曹
長
と
な
り
「
六
中

隊
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。
何
を
す
る
べ
き
か

。
」
と
苦
悩
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

自
分
が
出
し
た
答
え
は
「
今
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
全
力
で
や
る
」
で
す
。
陣
地
構
築
に
関
す
る

知
識
・
経
験
は
浅
く
て
も
、
昨
年
度
ま
で
の
約
三

年
間
数
々
の
中
隊
訓
練
検
閲
に
統
裁
部
講
評
整
理

班
と
し
て
参
加
し
「
部
隊
の
基
本
的
行
動
・
隊
員

の
基
本
基
礎
動
作
」
に
関
し
得
た
知
識
を
隊
員
に

普
及
・
徹
底
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
第
十
二
施

設
群
戦
闘
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
確
認
し
つ
つ
、
第
一

次
・
第
二
次
群
野
営
の
度
に
、
中
隊
の
問
題
点
・

反
省
事
項
・
今
後
の
対
策
等
を
隊
員
に
指
導
す
る

と
と
も
に
、
本
訓
練
検
閲
に
向
け
、
隊
容
検
査
の

練
成
計
画
・
服
装
の
統
制
及
び
陣
地
構
築
地
域
の

警
備
要
領
等
を
中
隊
廊
下
に
掲
示
し
徹
底
を
図
り

ま
し
た
。
状
況
が
開
始
さ
れ
、
我
々
第
二
小
隊
は

偽
装
・
警
備
小
隊
と
な
り
任
務
達
成
に
向
け
一
丸

と
な
っ
て
任
務
に
邁
進
し
ま
し
た
。
評
価
は
「
概

ね
優
良
」
と
い
う
満
足
す
る
評
価
を
頂
き
ま
し
た

が
、
決
し
て
驕
る
こ
と
な
く
指
導
さ
れ
た
事
項
を

各
隊
員
に
徹
底
し
、
群
訓
練
検
閲
へ
向
け
更
に
士

気
旺
盛
に
し
て
団
結
強
固
な
第
三
三
六
施
設
中
隊

を
育
成
す
る
一
翼
を
担
え
る
様
、
精
進
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
ま
す
。

最
後
に
、
不
慣
れ
な
小
隊
長
を
支
え
て
く
れ
た

小
隊
陸
曹
及
び
決
し
て
妥
協
せ
ず
任
務
に
邁
進
し

て
く
れ
た
小
隊
各
隊
員
に
御
礼
を
言
っ
て
本
所
見

を
終
了
し
ま
す
。
「
あ
り
が
と
う
。
」

中
隊
検
閲
を
終
え
て

中
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
九
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
間
、
矢
臼
別
演
習
場
に
お
い
て
春
季
演

習
場
整
備
に
参
加
し
、
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の

三
日
間
で
中
隊
検
閲
を
受
閲
し
た
。

中
隊
は
、
山
吹
地
区
を
集
結
地
と
し
国
境
道
の

拡
幅
工
事
を
実
施
し
た
。

幅
六
メ
ー
ト
ル
、
距
離
六
百
メ
ー
ト
ル
の
切
盛

土
作
業
を
さ
ま
ざ
ま
な
重
機
を
駆
使
し
て
拡
幅
工

事
を
実
施
し
た
。

器
材
班
長
と
し
て
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
適

時
適
切
な
命
令
及
び
指
示
を
与
え
任
務
を
完
遂
さ

せ
た
。
ま
た
、
九
日
か
ら
十
日
ま
で
防
衛
出
動
、

十
日
か
ら
十
一
日
ま
で
は
災
害
派
遣
と
い
う
今
ま

で
に
は
無
い
変
則
的
な
検
閲
で
あ
っ
た
が
所
望
の

時
刻
ま
で
に
任
務
を
達
成
さ
せ
た
。

今
回
、
指
揮
指
導
す
る
立
場
と
し
て
検
閲
に
参

加
し
た
が
、
大
変
勉
強
に
な
る
事
が
多
く
、
与
え

ら
れ
た
命
令
に
対
し
て
、
任
務
分
析
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
能
力
、
そ
の
場
面
に
あ
っ
た
器
材
の
運
用

な
ど
一
歩
、
二
歩
先
を
考
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
実
感
し
た
。

今
後
も
経
験
・
知
識
を
身
に
付
け
て
中
隊
の
任

務
達
成
の
た
め
に
努
力
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

第
三
四
二
施
設
中
隊

二
等
陸
曹

大
久
保

誠
一

隊容検査時の様子
（右から２番目）

ひと、いえ、くるま。ＪＡ共済には、

岩 見 沢 市 ２ 条 西 １ 丁 目 １ 番 地

T E L 0 1 2 6 - 2 5 - 2 2 1 １

ＪＡ共済は、相互扶助「助け合い」を理念とした協同組合保険。

暮らしの保障のすべてが揃っています

営利を目的としていないので、納得のいく掛金で

大きな保障が得られます。

●４月
♯１群野営（１６～２０日）

●５月

●６月

●７月

応急出動準備訓練（２７～２８日）

群訓練検閲（２～５日）

代表取締役

0126-22-5871
岩見沢市有明町南１番地７

多彩な催しにご利用いただける施設です。

株式会社 振興いわみざわ
代表取締役 北市 宗三

岩見沢市有明町南１番地７

お気軽にお電話ください。

株式会社 振興いわみざわ



体

験

入

隊

南スーダン派遣隊 １波２波と続々出発！

長嶺１尉 見送り

平
成
二
十
四
年
五
月
七
日
、
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣

施
設
隊
第
二
次
隊
の
第
二
直
接
支
援
中
隊
の
長
嶺

哲
夫
一
尉
の
壮
行
会
及
び
見
送
り
を
行
っ
た
。
長

嶺
一
尉
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
調
整
連
絡
班
要
員
と
し
て

勤
務
す
る
。

五
月
二
十
五
日
に
は
、
第
二
次
派
遣
要
員
先
遣

と
し
て
第
三
〇
二
坑
道
中
隊
の
松
坂
肇
貢
二
曹
の

壮
行
会
を
実
施
し
た
。

六
月
八
日
に
は
、
第
二
次
派
遣
要
員
一
波
と
し

て
、
第
三
〇
二
坑
道
中
隊
の
田
部
井
哲
男
一
曹
と

鈴
木
大
樹
三
曹
及
び
第
二
直
接
支
援
中
隊
の
近
藤

貢
紀
曹
長
の
壮
行
会
を
実
施
し
た
。

六
月
二
十
一
日
に
は
、
第
二
次
派
遣
要
員
二
波

と
し
て
、
第
二
直
接
支
援
中
隊
の
佐
藤
三
和
二
曹

の
壮
行
会
を
実
施
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
皆
、
国
際
派
遣
に
対
す
る
思
い
は
一

緒
で
「
ス
ー
ダ
ン
の
た
め
、
日
本
の
た
め
頑
張
り

ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
笑
顔
で
駐
屯
地
を
あ
と
に

し
た
。

がむしゃらに前に進む 行軍の締めはハイポート！

行軍完走後の記念撮影

笑顔で出発の松坂２曹

近藤曹長 田部井１曹 鈴木３曹 佐藤２曹挨拶

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
の
間
、
岩
見
沢
駐
屯
地
に
お
い
て
体
験
入
隊

が
行
わ
れ
た
。
今
回
、
参
加
し
た
の
は
、
空
知
信

用
金
庫
か
ら
新
入
社
員
十
六
名
で
入
社
教
育
の
一

環
と
し
て
自
衛
隊
で
の
体
験
入
隊
が
行
わ
れ
た
。

一
日
目
は
、
基
本
教
練
や
自
衛
隊
体
操
、
飯
ご

う
炊
飯
が
行
わ
れ
、
ま
だ
初
日
な
の
か
社
員
達
の

表
情
に
は
緊
張
が
見
ら
れ
た
。
二
日
目
に
は
、
五

キ
ロ
の
荷
物
を
背
負
っ
て
十
キ
ロ
行
軍
、
そ
の
後

戦
闘
訓
練
を
行
っ
た
。
雪
解
け
の
季
節
と
い
う
こ

も
あ
り
営
庭
の
芝
生
は
ド
ロ
ド
ロ
で
あ
っ
た
が
社

員
た
ち
は
一
生
懸
命
、
果
敢
に
ほ
ふ
く
を
実
施
し

て
い
た
。
最
終
日
に
は
、
施
設
の
環
境
整
備
を
行

っ
た
。
来
た
時
と
は
違
う
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
笑

顔
で
駐
屯
地
を
あ
と
に
し
た
。

岩見沢市長挨拶

群長挨拶

T okky u
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053
h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）



隊

員

紹

介

栄

養

士

だ

よ

り

私
は
、
最
近
は
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
将
棋
で
す
。
小
学
生

の
頃
に
覚
え
て
依
頼
、
全
く
興
味
が
無

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
「ハ
チ

ワ
ン
ダ
イ
バ―

」
と
言
う
将
棋
の
漫
画

を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
中
の
将
棋

ブ
ー
ム
が
再
燃
し
ま
し
た
。
こ
の
漫
画

で
は
、
対
局
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
か

れ
て
お
り
、
大
人
に
な
っ
た
今
、
定
跡

や
戦
型
を
勉
強
し
て
指
し
て
み
る
と
、

一
局
毎
に
違
っ
た
「
ド
ラ
マ
」
を
感
じ
る

事
が
で
き
て
、
と
て
も
面
白
い
で
す
。

た
と
え
序
盤
が
同
じ
展
開
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
終
局
が
同
じ
に
な
る
事
は
、

将
棋
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
常

に
変
化
し
て
い
く
状
況
の
中
で
、
そ
の

時
の
状
況
判
断
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る

た
め
の
決
心
す
る
と
い
う
行
為
を
将
棋

で
は
求
め
ら
れ
、
こ
の
事
は
こ
れ
か
ら

陸
曹
と
し
て
、
部
下
を
指
揮
す
る
際
に

も
必
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
お
い
て
も
考
え
る
力
を
養
い
、

状
況
判
断
と
決
心
に
基
づ
く
指
揮
が

で
き
る
陸
曹
に
な
り
、
部
隊
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

第
三
三
五
施
設
中
隊

三
等
陸
曹

土
山

智
大

「塩
分
と
夏
ば
て
に
つ
い
て
」

業
務
隊
補
給
科

栄
養
担
当
官

熊
谷
技
官

五
月
に
行
わ
れ
た
給
食
委
員
会
に
お
い
て
「夏
ば
て
防
止
の

為
に
味
噌
汁
の
塩
分
量
を
多
め
に
し
て
欲
し
い
」
と
の
意
見

が
上
が
り
ま
し
た
。

現
在
、
自
衛
隊
給
食
に
お
い
て
の
塩
分
摂
取
量
は
十
三
．

六
％
で
あ
り
、
国
民
の
平
均
は
十
一
．
二
％
で
す
。
訓
練
で

汗
を
か
く
か
ら
食
事
に
も
沢
山
の
塩
分
が
必
要
・・
・と
は
な

り
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
汗
を
か
い
た
時
に
は
「水
分
」
と
「

少
し
の
塩
」が
必
要
で
あ
り
、
自
衛
隊
給
食
を
し
っ
か
り
三
食

と
っ
て
頂
け
れ
ば
、
十
分
過
ぎ
る
位
に
塩
分
を
補
え
ま
す
。

「ど
う
し
て
塩
の
と
り
過
ぎ
は
い
け
な
い
の
か
？
」塩
の
と
り

過
ぎ
は
、
が
ん
、
高
血
圧
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
様
々

な
病
気
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
血
管
も
内
臓
も
年
齢
と
共

に
老
い
て
い
き
ま
す
。
「
今
は
大
丈
夫
」
と
い
う
過
信
が
一
番

怖
い
の
で
す
。
若
い
内
の
塩
の
摂
り
過
ぎ
が
将
来
に
影
響
す

る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
舌
」
は
薄
味
に
慣
れ
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。
今

の
う
ち
に
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
「夏
ば
て
対
策
」に
つ
い
て
お
話
し
致
し
ま
す
。

①
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
す
る

暑
く
て
喉
が
渇
い
た
と
言
っ
て
、
冷
た
い
物
を
急
速
に
と
る
と

、
吸
収
さ
れ
ず
に
胃
ば
か
り
が
膨
張
し
胃
酸
も
薄
ま
り
食

欲
低
下
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
夏
場
は
元
気
な
段
階

か
ら
「ま
め
に
」「少
し
ず
つ
」水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

②
旬
の
も
の
を
食
べ
る

夏
場
は
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
も
不
足
し
が
ち
で
す
の
で
、
積
極
的

に
旬
の
野
菜
や
果
物
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
良
質
の
睡
眠
を
と
る

ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
眠
ら
な
い
、
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
み
過
ぎ
な
い
、
起
床
を
一
定
に
す
る
、
な
ど
の
睡

眠
の
基
本
を
守
る
こ
と
で
す
。

趣味を持つことは良
いことです！
将棋頑張って下さい。

第
三
一
二
施
設
器
材
中
隊

一
等
陸
曹

中
筋

英
之

我
ら
が
、
器
材
小
隊
の
精
鋭
、
石
川

三
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

石
川
三
曹
は
、
入
隊
当
初
か
ら
主
に

小
隊
長
ド
ラ
イ
バ
ー
、
洗
車
担
当
、
各

種
戦
技
要
員
等
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
中
隊
を
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
七
月
、
見

事
に
三
曹
昇
任
、
施
設
機
械
操
作
課
程

も
修
了
し
、
兼
ね
て
か
ら
の
目
標
で
あ
っ

た
施
設
器
材
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
先
輩
方
の

技
術
指
導
を
精
一
杯
吸
収
し
、
早
く
一

人
前
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る

で
あ
ろ
う
、
期
待
の
精
鋭
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
各
種
職
種
支
援
、
ナ

ン
バ
ー
中
隊
支
援
等
に
練
度
不
十
分
な

が
ら
行
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

は
ま
っ
て
い
る
も
の

無事、３曹昇任！
オペレーターとして
頑張る！

お二人の想い平安閣が叶えます。

IWAMIZAWA

岩見沢市５条東２丁目 TEL (0126)２３－４５８１

HEIANKAKU

i-heiankaku@herb.ocn.ne.jp
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３３６中 前川士長
諒 （りょう） くん
４月２９日生

３３５中 村形３曹
恋來 （ここ） ちゃん

５月７日生

３３５中 引地３曹
陽希 （はるき） くん

５月８日生

◆
昇
任

【第
十
二
施
設
群
】

一
等
陸
尉
へ

鳥
越

宣
光

（群

本

部
）

二
等
陸
尉
へ

田
川

弘
貴

（三
三
五
施
中
）

小
山

純
平

（三
三
六
施
中
）

開
發

繭
子

（三
一
二
器
中
）

准
陸
尉
へ

千
葉

孝
幸

（三
三
五
施
中
）

陸
曹
長
へ

片
山

修
司

（三
三
六
施
中
）

佐
藤

正
雄

（三
四
二
施
中
）

小
山

利
春

（三
四
二
施
中
）

一
等
陸
曹
へ

山
田

和
人

（本

管

中
）

石
田

圭
一

（三
三
五
施
中
）

中
筋

英
之

（三
一
二
器
中
）

河
原

康
史

（三
〇
二
坑
中
）

二
等
陸
曹
へ

浅
野

良
典

（本

管

中
）

片
岡

亜
矢

（本

管

中
）

岡
嶋

尚
也

（本

管

中
）

田
中

正
巳

（三
三
五
施
中
）

川
村

滋

（三
三
五
施
中
）

天
﨑

大
輔

（三
三
七
施
中
）

田
中

光

（三
四
二
施
中
）

今

誠
将

（三
〇
二
坑
中
）

石
井

仁
也

（三
〇
二
坑
中
）

三
等
陸
曹
へ

上
別
府
和
孝

（三
三
五
施
中
）

前
川

昇
平

（三
三
六
施
中
）

小
野
田
昭
太

（三
三
七
施
中
）

石
川

正
記

（三
一
二
器
中
）

【第
二
直
接
支
援
中
隊
】

陸
曹
長
へ

村
田

正
隆

【駐
屯
地
業
務
隊
】

一
等
陸
曹
へ

保
科

慶
博

◆
転

出

【第
十
二
施
設
群
】

群
本
部

三
佐

井
上

良
男
（北
施
隊
本
部

・南
恵
庭
）

本
管
中

一
曹

乾

康
博
（丘
珠
駐
業

・丘

珠
）

二
曹

大
山

充

（ダ
ン
プ
中
隊

・南
恵
庭
）

三
三
五
施
中

一
尉

手
嶋

要
二
（施
設
学
校

・勝

田
）

三
曹

山
村

雄
士
（施
設
学
校

・勝

田
）

三
三
六
施
中

一
曹

上
村

修
司
（岩
見
沢
駐
業

・岩
見
沢
）

【第
二
直
接
支
援
中
隊
】

一
尉

中
村

博
之
（十
一
後
方
支
隊

・真
駒
内
）

二
曹

佐
藤

太
紀
（北
後
支
本
付

・島

松
）

二
曹

多
田

友
則
（北
処

・苗

穂
）

【駐
屯
地
業
務
隊
】

二
佐

村
上

賢
治
（東
千
歳
駐
業

・東
千
歳
）

一
尉

野
口

恵
子
（札
病

・豊

平
）

一
曹

宮
西

直
美
（美
唄
駐
業

・美

唄
）

【第
三
一
四
基
通
中
岩
見
沢
派
遣
隊
】

三
曹

仁
禮

貴
洋
（三
一
四
基
通
中

・真
駒
内
）

◆
転
入

【第
十
二
施
設
群
】

群
本
部

一
尉

平
田

昭
浩
（一
〇
一
施
直
支
大
・南
恵
庭
）

本
管
中

准
尉

渡
邊

伸
二
（一
二
〇
教
育
大

・真
駒
内
）

二
曹

越
智

寿
雄
（二
施
設
群

・飯

塚
）

三
四
二
施
中

三
曹

福
永

哲
也
（ダ
ン
プ
中
隊

・南
恵
庭
）

三
一
二
器
中

三
曹

嶋
田

忠
臣
（ダ
ン
プ
中
隊

・南
恵
庭
）

【第
二
直
接
支
援
中
隊
】

一
尉

工
藤

重
人
（十
一
後
方
支
隊

・真
駒
内
）

二
曹

中
田

隆
太
（一
〇
一
施
直
支
大
・南
恵
庭
）

二
曹

辻

敏
弘
（北
処

・苗

穂
）

【駐
屯
地
業
務
隊
】

二
佐

堀
田

浩
一
（北
処

・島

松
）

一
尉

坂
本

和
代
（札
病

・豊

平
）

二
尉

藤
本

啓
治
（丘
珠
駐
業

・丘

珠
）

一
曹

今
泉

英
雄
（北
処

・島

松
）

一
曹

上
村

修
司
（三
三
六
施
中

・岩
見
沢
）

二
曹

菅
原

哲
好
（七
飛
行
隊

・丘

珠
）

【第
三
一
四
基
通
中
岩
見
沢
派
遣
隊
】

三
曹

野
島

基
晴
（三
〇
一
基
通
中

・札

幌
）

人

事

往

来

防衛省 職員 団 体 障 害 保 険
家族

団体長期傷害所得補償保険「長期所得安心くん」

防衛省 退職後 団体障害保険

防衛省 共済組合 が ん 保 険
団体取扱

お見積・資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/
お申し込み・お問い合わせ先
岩見沢駐屯地厚生科内（内線３３８）

弘済企業（株）保険常駐員 池田 哲夫




